
皆
川
代
議
員
（
水
戸
分
会
）

社
員
代
表
選
で
は
代
表
に
は

な
れ
な
か
っ
た
が
組
合
員
以
上

の
票
を
取
っ
た
。
普
段
の
関
わ

り
や
会
社
に
不
満
を
持
つ
人
が

い
る
。

分
会
レ
ク
で
若
手
社
員
の
呼

び
か
け
や
、
職
場
の
実
態
を
交

流
し
て
き
た
。
年
々
参
加
者
も

少
な
く
な
っ
て
き
た
実
態
も
あ

る
。マ

ル
タ
イ
の
台
数
が
減
少
し

エ
リ
ア
変
更
で
他
支
社
へ
行
く

こ
と
も
あ
る
。
ま
わ
り
の
組
合

員
は
事
故
等
を
考
え
る
と
辞
め

た
い
と
言
う
声
も
あ
る
。

門
馬
代
議
員
（
い
わ
き
分
会
）

分
会
で
は
毎
年
、
退
職
者
激

励
会
を
開
催
し
て
き
た
。

エ
ル
ダ
ー
希
望
の
条
件
に
合

わ
ず
残
念
な
が
ら
２
名
が
退
職

し
た
。

常
磐
線
全
線
開
通
に
向
け
て

運
輸
区
班
か
ら
原
ノ
町
へ
配
転

に
な
っ
た
。
会
社
の
用
意
し
た

ア
パ
ー
ト
へ
、
単
身
の
２
重
生

活
に
な
る
。
本
人
の
希
望
と
な

る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

全
線
開
通
で
放
射
線
に
不
安

が
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
、
線

路
内
の
動
物
侵
入
時
の
対
応
に

問
題
が
あ
る
。

３
つ
の
駅
業
務
で
は
泊
り
勤

務
か
ら
日
勤
勤
務
に
変
更
に
な
っ

た
。
券
売
機
故
障
の
対
応
や
防

犯
に
対
し
て
問
題
が
あ
り
、
何

か
あ
る
と
近
く
に
住
ん
で
い
る

社
員
を
呼
び
出
し
て
い
る
。

友
部
代
議
員
（
水
戸
分
会
）

台
風
時
、
若
手
社
員
が
列
車

が
動
か
な
い
の
で
バ
ス
を
利
用

し
て
出
勤
し
た
。
事
故
等
を
考

え
教
育
が
必
要
と
思
っ
た
。

勤
務
解
放
時
、
交
通
手
段
が

な
い
状
況
に
対
応
を
考
え
て
ほ

し
い
。

試
験
制
度
に
つ
い
て
以
前
と

比
べ
て
何
度
も
受
け
て
い
る
が

受
か
ら
な
い
、
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。

若
い
人
と
酒
飲
み
や
ゴ
ル
フ

を
誘
い
交
流
し
て
い
る
。

書
記
長
集
約

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
に
つ
い
て
、
平
和
運
動
、
総

が
か
り
行
動
、
憲
法
改
憲
、
労

働
法
制
改
悪
と
各
種
行
動
を
取

り
組
ん
で
き
た
。

各
選
挙
で
組
織
内
候
補
を
勝

ち
抜
き
、
反
原
発
・
脱
原
発
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
国
づ
く
り
、

各
種
行
動
に
取
り
組
む
。

常
磐
線
全
線
開
通
に
向
け
て
、

雇
用
の
確
保
、
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
奮
闘
し
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
多
く
を
学
び
、

被
災
に
よ
っ
て
雇
用
を
失
え
な

い
。
生
活
基
盤
を
絶
え
さ
せ
な

い
。
職
場
の
確
保
を
し
て
き
た
。

国
労
と
し
て
、
公
共
交
通
と

し
て
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
国
民

の
足
を
守
る
責
任
も
あ
る
立
場

で
会
社
と
認
識
を
一
致
さ
せ
、

現
場
で
働
く
労
働
者
の
た
め
、

労
働
組
合
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

全
線
開
通
前
、
開
通
後
も
関

係
分
会
を
中
心
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
等
で
職
場
・
生
活
環

境
確
保
を
目
指
し
、
申
し
入
れ

を
行
っ
て
い
く
。

風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
と

し
て
、
国
労
フ
ク
シ
マ
に
最
大

限
の
結
集
を
し
て
い
く
。

２
０
２
０
春
闘
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
一
職
場
一
要
求
、
対
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話
行
動
の
強
化
と
し
て
指
令
を

出
し
た
。

組
織
拡
大
と
連
動
し
た
、
社

員
代
表
選
の
取
り
組
み
、
今
で

き
る
こ
と
、
国
労
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
行
う
。

反
合
理
化
、
労
働
条
件
の
改

善
の
闘
い
に
つ
い
て
、
職
場
要

求
、
ダ
イ
ヤ
改
正
に
対
し
て
申

し
入
れ
交
渉
を
行
っ
て
き
た
。

地
本
、
分
会
、
職
協
の
連
絡

体
制
を
密
に
し
、
要
求
集
約
を

取
り
組
む
と
と
も
に
現
場
主
義

に
目
線
を
合
わ
せ
る
。

エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
改
善
、

安
全
を
脅
か
す
外
注
化
施
策
に

対
し
て
要
求
を
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
水
戸
管
区
の
代

表
選
の
取
り
組
み
を
土
浦
、
い

わ
き
管
区
で
も
提
起
し
た
い
。

試
験
制
度
、
賃
金
制
度
の
意

識
改
革
で
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
壁

と
な
る
。
丁
寧
な
対
応
、
社
員

目
線
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。Ｊ

Ｒ
貨
物
の
合
理
化
は
旅
会

社
を
一
体
と
な
っ
た
施
策
学
習

会
を
行
っ
て
い
く
。

組
織
強
化
拡
大
に
つ
い
て
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
。点

か
ら
線
、
そ
し
て
面
へ
と

組
織
全
体
へ
の
取
り
組
み
を
、

昨
年
以
上
に
分
会
、
班
活
動
を

強
化
し
て
い
く
。

ま
だ
職
場
活
動
交
流
会
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
設
備
関
係

は
８
月
に
研
修
か
ら
職
場
に
入
っ

て
く
る
。
職
場
で
仕
事
を
通
し

て
、
信
頼
関
係
を
作
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
各
職
場
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

本
体
の
組
合
員
数
は
減
っ
て

き
て
い
る
。
や
り
残
し
の
な
い

歴
史
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

国
労
本
部
が
示
し
た
方
向
性

と
課
題
に
つ
い
て
、
将
来
に
つ

い
て
付
託
を
し
て
き
た
。

日
々
変
化
し
組
織
人
数
が
減

少
し
て
い
る
事
を
改
め
て
認
識

す
る
。
議
論
で
き
る
場
が
必
要

と
言
わ
れ
て
い
る
。

国
労
運
動
を
継
承
し
て
い
く

た
め
、
組
織
拡
大
に
向
け
総
団

結
、
総
決
起
で
全
組
合
員
に
要

請
し
ま
す
。
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永
年
役
員
表
彰
・

機
関
紙
表
彰

永
年
役
員
表
彰

菊
池

忠
志
（
大
子
分
会
）

高
野

裕
司
（
土
浦
分
会
）

一
条

英
正
（
土
浦
分
会
）

機
関
紙
表
彰

貨
物
分
会

新
役
員

会
計
監
査

大
貫

洋
一
（
大
子
分
会
）

退
任

猪
狩

文
男
（
水
戸
分
会
）
執
行
委
員

坪
井

昭
光
（
勝
田
分
会
）
会
計
監
査

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た

新執行部

執行委員長 久保田 重明

執行副委員長 塙 正人

書記長 赤沼 廣行

執行委員 大賀 泰男

坂下 司

泉 秀俊

黒沢 一文

会計監査 塩澤 冨世

大津 勝

大貫 洋一


